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１ 許容給水戸数  
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1) 許容給水戸数 

許容給水戸数は、被分岐管に占める分岐管の断面積比及び流量比の平均から算出したも

のであり、配水支管の口径選定における簡便法として用いるものである（表-4.2.1.1 参

照）。 

 

表-4.2.1.1 許容給水戸数一覧 

配水支管口径（㎜） 25 30 40 50 75 100 150 

許容給水戸数（戸） 2 7 14 24 66 136 377 

 

2) 許容給水戸数の計上方法 

許容給水戸数の計上方法は、以下のとおりとする。 

(1) 給水方式が直結式でかつメーター口径 20mm を標準値 1 戸とする。その他直結式にお

ける各々の口径については、メーター口径 13mm は 1 戸、メーター口径 25 ㎜以上につ

いては、表-4.2.1.1 で示す口径に該当する許容給水戸数を計上するものとする。 

(2) 給水方式が受水槽式の場合は、表-4.2.1.2 のみなし戸数のとおりとする。みなし戸数と

は、受水槽式において、メーターの許容通過流量を基に、メーター口径ごとの許容最大

計画一日使用水量を算出し、ここから得られる受水槽の有効容量に相当する水量を“1

日分の給水量を賄うことができる戸建住宅の戸数”に換算した値である。 

(3) 公園やゴミ置場等の用途に係わらず許容給水戸数として計上を行う。 

 

表-4.2.1.2 受水槽以下設備を有する給水装置のみなし戸数 

メーター口径（㎜） 20 25 30 40 50 75 100 

みなし戸数（戸） 8 10 13 23 50 100 160 

 

3) 配水管の適正口径確認方法 

新設又は改造工事を行う際の既設配水管の適正口径を確認する手順を図-4.2.1.1 に、示

す。 
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図-4.2.1.1 配水管の適正口径確認手順 
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２ 水理計算関連 
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1) 流速が 2.0m/sec となる流量 

 

表-4.2.2.1 流速が 2.0m/sec となる流量 

メーター口径 

（mm） 

流速が 2.0m/sec となる流量 

（㎥/h） （L/min） 

20 2.2 37.7 

25 3.5 58.9 

30 5.0 84.7 

40 9.0 150.0 

50 14.0 233.3 

 

2) 給水方式が受水槽式におけるメーター許容通過流量 

 

表-4.2.2.2 受水槽式におけるメーター許容通過流量 

メーター口径 

（mm） 

メーター許容通過流量 

(㎥/h) 

20 （2.2） 

25 （3.5） 

30 （5.0） 

40 （9.0） 

50 （14.0） 

75 27.5 

100 44.0 

150 （127.0） 

200 （226.0） 

（ ） 流速 2.0m/sec となる流量 
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3) ウエストン公式図表 

 

 

図-4.2.2.1 ウエストン公式図表 
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4) ヘーゼン・ウイリアムズ公式図表 

 

 
図-4.2.2.2 ヘーゼン・ウイリアムズ公式図表（新設管 C=120） 

 

 
図-4.2.2.3 ヘーゼン・ウイリアムズ公式図表（既設管 C=100） 

  



第 4 編 参考資料 

 第 2 章 その他参考資料 

- 226 - 

5) 戸数による瞬時最大流量算出の場合における流速と導水勾配 

 

表-4.2.2.3 戸数による瞬時最大流量算出の場合における流速と導水勾配 

戸数 口径 流量 流速 動水勾配  戸数 口径 流量 流速 動水勾配 

戸 mm L/min m/sec 0/00  戸 mm L/min m/sec 0/00 

－ 13 17.0 2.14 422  1 40 34.0 0.46 9 

      2 40 52.8 0.71 18 

－ 16 17.0 1.41 164  3 40 60.4 0.81 23 

1 16 34.0 2.82 556  4 40 66.4 0.89 27 

      5 40 71.5 0.95 30 

－ 20 17.0 0.91 60  6 40 75.9 1.01 34 

1 20 34.0 1.81 199  7 40 79.9 1.07 37 

１ 20 51.0 2.71 409  8 40 83.5 1.11 40 

2 世帯 20 68.0 3.61 不可  9 40 86.8 1.16 42 

      10 40 88.9 1.18 44 

－ 25 17.0 0.58 22  11 40 94.8 1.26 49 

1 25 34.0 1.16 72  12 40 100.5 1.34 55 

2 25 52.8 1.80 155  13 40 106.0 1.41 60 

      14 40 111.4 1.48 66 

1 30 34.0 0.81 32  15 40 116.7 1.55 71 

2 30 52.8 1.25 67  16 40 121.8 1.62 77 

3 30 60.4 1.43 85  17 40 126.9 1.69 82 

4 30 66.4 1.57 100  18 40 131.8 1.75 88 

5 30 71.5 1.69 114  19 40 136.7 1.82 94 

6 30 75.9 1.80 127  20 40 141.4 1.88 100 

7 30 79.9 1.89 139  21 40 146.1 1.94 106 

8 30 83.5 1.97 150  22 40 150.8 2.01 112 

9 30 86.8 2.05 161  23 40 155.3 2.07 118 

10 30 88.9 2.10 168  24 40 159.8 2.13 124 

11 30 94.8 2.24 188  25 40 164.3 2.19 130 

12 30 100.5 2.38 209  26 40 168.6 2.24 137 

13 30 106.0 2.51 230  27 40 172.9 2.30 143 

14 30 111.4 2.63 251  28 40 177.2 2.36 149 

15 30 116.7 2.76 273  29 40 181.4 2.41 156 

16 30 121.8 2.88 294  30 40 185.6 2.47 162 
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戸数 口径 流量 流速 動水勾配  戸数 口径 流量 流速 動水勾配 

戸 mm L/min m/sec 0/00  戸 mm L/min m/sec 0/00 

1 50 34.0 0.29 3  31 50 189.7 1.62 59 

2 50 52.8 0.45 7  32 50 193.8 1.65 61 

3 50 60.4 0.52 8  33 50 197.8 1.68 63 

4 50 66.4 0.57 10  34 50 201.8 1.72 66 

5 50 71.5 0.61 11  35 50 205.8 1.75 68 

6 50 75.9 0.65 12  36 50 209.7 1.79 70 

7 50 79.9 0.68 13  37 50 213.6 1.82 73 

8 50 83.5 0.71 14  38 50 217.4 1.85 75 

9 50 86.8 0.74 15  39 50 221.2 1.88 77 

10 50 88.9 0.76 16  40 50 225.0 1.92 80 

11 50 94.8 0.81 18  41 50 228.8 1.95 82 

12 50 100.5 0.86 19  42 50 232.5 1.98 84 

13 50 106.0 0.91 21  43 50 236.2 2.01 87 

14 50 111.4 0.95 23  44 50 239.9 2.04 89 

15 50 116.7 1.00 25  45 50 243.5 2.07 92 

16 50 121.8 1.04 27  46 50 247.1 2.10 94 

17 50 126.9 1.08 29  47 50 250.7 2.13 97 

18 50 131.8 1.12 31  48 50 254.3 2.16 99 

19 50 136.7 1.17 33  49 50 257.8 2.19 102 

20 50 141.4 1.21 35  50 50 261.3 2.22 104 

21 50 146.1 1.25 37  51 50 264.8 2.25 107 

22 50 150.8 1.29 39  52 50 268.3 2.28 109 

23 50 155.3 1.32 41  53 50 271.7 2.31 112 

24 50 159.8 1.36 43  54 50 275.1 2.34 114 

25 50 164.3 1.40 46  55 50 278.5 2.37 117 

26 50 168.6 1.44 48  56 50 281.9 2.40 119 

27 50 172.9 1.47 50  57 50 285.3 2.43 122 

28 50 177.2 1.51 52  58 50 288.6 2.46 125 

29 50 181.4 1.55 54  59 50 291.9 2.48 127 

30 50 185.6 1.58 57  60 50 295.2 2.51 130 
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6) 直管換算長 

表-4.2.2.4 直管換算長（例）一覧 

 

材料名 φ20 φ25 φ30 φ40 φ50 

青銅製ソフトシール弁 0.50 0.45 0.70 0.55 0.70 

逆止付玉形弁 ― ― 10.3 25.0 27.5 

流量調整型逆止止水栓 12.5 10.2 15.0 21.9 29.8 

ボール止水栓 0.4 0.45 ― ― ― 

メーター用逆止弁 3.4 3.6 7.2 11.0 ― 

サドル付分水栓 5.0 5.7 7.2 9.2 14.8 

メーター 6.2 15.5 13.0 18.5 11.0 

定水位弁 8.8 9.2 11.9 13.8 17.6 

Ｙ型ストレーナー 2.0 1.9 2.1 4.8 5.7 

※ここに掲載以外の材料や口径については、材料供給業者から資料を取り寄せること。 

 

7) 給水用具の損失水頭 

ここに掲載以外の材料や口径については、材料供給業者から資料を取り寄せること。 

 

図-4.2.2.4 サドル付分水栓の損失 
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図-4.2.2.5 ボ－ル止水栓の損失     図-4.2.2.6 メーター用逆止弁の損失 

 

図-4.2.2.7 青銅製ソフトシ－ル弁の損失 
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流量（L/min） 15.0 16.7 33.3 50.0 66.7 83.3 100.0 116.7 133.3 150.0 166.7 

損失 

水頭 

（m） 

30mm 0.1 0.1 0.3 0.6 1.1 1.5 2.1 2.8 3.5 4.4 5.1 

40mm 0.1 0.1 0.2 0.4 0.6 0.8 1.1 1.6 2.1 2.8 3.4 

50mm 0.1 0.1 0.2 0.2 0.3 0.4 0.5 0.7 0.9 1.1 1.3 

図-4.2.2.8 逆止付玉形弁の損失 

 

 

 

 

 

損失水頭(m) 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 

流量 

(L/min) 

φ20 21.7 30.0 38.3 - - - 

φ25 25.0 33.3 41.7 48.3 55.0 60.0 

図-4.2.2.9 メーター口径 20mm 及び 25mm の損失 

 

 
１   ２   4 （ｍ3／ｈ） １   ２.２５ ４.５ 

（ｋｇｆ／ｃ㎡） （ｋｇｆ／ｃ㎡） 

（ｍ3／ｈ） 

 ① 30mm 

② 40mm 

③ 50mm 
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損失水頭(m) 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 

流量 

(L/min) 

φ30 43.3 61.7 75.0 86.7 98.3 106.7 

φ40  120.0    208.3 

図-4.2.2.10 メーター口径 30mm 及び 40mm の損失 

 

 

 

 

 

損失水頭(m) 0.5 1.0 

流量 

(L/min) 

φ50  278.3 

φ75  583.3 

図-4.2.2.11 メーター口径 50mm 及び 75mm の損失 

 

１  １.６    ４   ８ １０    １  １.６ ３.２   ８  １０ １６ ２２ 

1             10        55.4 10        100 

（ｋｇｆ／ｃ㎡） （ｋｇｆ／ｃ㎡） 

（ｋｇｆ／ｃ㎡） （ｋｇｆ／ｃ㎡） 

（ｍ3／ｈ） （ｍ3／ｈ） 

（ｍ3／ｈ） （ｍ3／ｈ） 
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損失水頭(m) 0.01 0.03 0.05 0.08 0.09 0.12 0.15 

流量 

(L/min) 

13mm 10 15 20 - 25 - 33 

20mm 20 30 40 50 - 60 - 

 

損失水頭(m) 0.02 0.04 0.08 0.12 0.17 0.18 

流量 

(L/min) 

25mm 30 45 60 75 90 - 

30mm 50 70 95 120 - 145 

 

損失水頭(m) 0.01 0.02 0.03 0.04 0.06 0.09 0.10 0.13 0.14 

流量 

(L/min) 

40mm 75 - 115 - 150 190 - 225 - 

50mm - 120 - 180 235 - 295 - 350 

図-4.2.2.12 青銅弁の損失  
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損失水頭(m) 0.10 0.12 0.22 0.28 0.39 0.49 0.61 0.77 

流量 

(L/min) 

13mm 10 - 15 - 20 - 25 - 

20mm - 20 - 30 - 40 - 50 

 

損失水頭(m) 0.10 0.12 0.22 0.28 0.39 0.49 0.61 0.77 

流量 

(L/min) 

25mm 15 - 30 - 45 - 60 - 

30mm - 25 - 50 - 70 - 95 

 

損失水頭(m) 0.03 0.04 0.13 0.29 0.31 0.50 0.53 

流量 

(L/min) 

40mm - 40 75 - 115 - 150 

50mm 60 - 120 180 - 235 - 

図-4.2.2.13 Y 型ストレーナーの損失  
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流量（L／min） 10 15 16 20 25 30 38 40 50 

損失水頭 

（m） 

13mm 1.51 2.20 2.38 3.05 4.07     

20mm    1.34  2.22 3.00 3.11 3.23 

 

流量（L／min） 40 50 60 70 80 85 100 125 150 

損失水頭 

（m） 

25mm 1.90 1.71 1.97 2.54 3.08     

30mm 0.82    2.10 2.29 2.97 3.37 4.96 

 

流量（L／min） 40 80 100 120 150 160 200 240 250 300 350 

損失水頭 

（m） 

40mm 0.65 1.11  1.77 2.40 2.68 4.13     

50mm   0.86  1.33  2.64 2.64 2.80 3.67 5.04 

 

図-4.2.2.14 流量調整型逆止止水栓の損失 

  

流量調整型逆止止水栓　圧力損失　m表示

0.1

1

10

10 100 1000

流量(L/min)

損
失

水
頭

(m
)

φ13mm

φ20mm

φ25mm

φ30mm

φ40mm

φ50mm
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8) 水理計算例 

(1) 戸建住宅の場合 

 

 

 

 

※水理計算を行う際は、着色のないセルについて入力を行うこと。 

図-4.2.2.15 戸建住宅の水理計算例 

  

戸数
（戸）

流量
(L/min)

ＦＴが多
い場合

流量
(L/min)

残存動水圧 --- --- --- --- --- --- --- --- --- --- --- --- --- 5.1

A点 --- --- --- --- 17 --- --- --- --- --- --- 1.7

A ～ B 17 17 20 58.84 0.90 4.0 --- 0 4 0.24

B ～ C 17 17 20 58.84 0.90 2.0 --- 0 2 0.12

C ～ D 34 34 20 197.75 1.80 21.5 --- 0 21.5 4.26

メーター 34 20 197.75 1.80 --- 1 6.2 6.2 1.23

流量調整型逆止止水栓 34 20 197.75 1.80 --- 1 12.5 12.5 2.48

サドル付分水栓 34 20 197.75 1.80 --- 1 5 5 0.99

4

計 20.12

0.33
＝ 20.12 ｍ

よって 20.12 　× ＝ 0.2 MPa < 0.33
仮定どおりの口径で適当である。

区間または器具

戸数・人員による
流量算出

給水用具負荷単位
による流量算出

その他
方法に
よる流
量算出

流量

(L/min)

仮定
口径
(mm)

動水
勾配
( ‰)

流速

(m/sec)

管延長
 

(m)

延長

(m)

損失
水頭
(m)

設置
個数
(個)

１個あたり
換算延長

(m)

立上り高さ

当該区域の設計水圧は、 MPaである。

全所要水頭は、
0.0098 MPaであるので、
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(2) 集合住宅（5 階建て 30 戸）の計算例（直結直圧式） 

 

 

 

※水理計算を行う際は、着色のないセルについて入力を行うこと。 

図-4.2.2.16 集合住宅（直結直圧式）の水理計算例  

戸数
（戸）

流量
(L/min)

ＦＴが多
い場合

流量
(L/min)

残存動水圧 --- --- --- --- --- --- --- --- --- --- --- --- --- 5.1

A点 --- --- --- --- 17 --- --- --- --- --- --- 1.7

A ～ B 末端水栓のみ 17 17 20 58.84 0.90 10.8 --- 0 10.8 0.64

B ～ C 1 34 34 20 197.75 1.80 15.0 --- 0 15 2.97

止水栓 34 20 197.75 1.80 --- 2 0.5 1 0.2

メーター 34 20 197.75 1.80 --- 1 6.2 6.2 1.23

C ～ D 2 52.8 52.8 50 6.15 0.45 3.5 --- 0 3.5 0.03

D ～ E 4 66.4 66.4 50 9.12 0.56 3.5 --- 0 3.5 0.04

E ～ F 6 75.9 75.9 50 11.5 0.64 3.5 --- 0 3.5 0.05

F ～ G 8 83.5 83.5 50 13.58 0.71 3.5 --- 0 3.5 0.05

G ～ H 10 88.9 88.9 50 15.15 0.75 11.0 --- 0 11 0.17

逆止付玉形弁 88.9 50 15.15 0.75 --- 1 27.5 27.5 0.42

H ～ I 20 141.4 141.4 50 34.31 1.20 10.0 --- 0 10 0.35

I ～ J 30 185.6 185.6 50 55.74 1.57 10.5 --- 0 10.5 0.59

逆止付玉形弁 185.6 50 55.74 1.57 --- 1 27.5 27.5 1.54

サドル付分水栓 185.6 50 55.74 1.57 --- 1 14.8 14.8 0.83

15.8

計 31.71

0.33
＝ 31.71 ｍ

よって 31.71 　× ＝ 0.32 MPa < 0.33
仮定どおりの口径で適当である。

全所要水頭は、
0.0098 MPaであるので、

延長

(m)

１個あたり
換算延長

(m)
区間または器具

戸数・人員による
流量算出

給水用具負荷単位
による流量算出 流量

(L/min)

仮定
口径
(mm)

その他
方法に
よる流
量算出

立上り高さ

損失
水頭
(m)

当該区域の設計水圧は、 MPaである。

動水
勾配
( ‰)

流速

(m/sec)

管延長
 

(m)

設置
個数
(個)
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(3) 集合住宅（7 階建て 28 戸）の計算例（直結増圧式） 

 

 

P＝P1＋P2＋P3＋P4＋P5＋P6－P0 

P ： 必要とする増加圧力（増圧給水設備の全揚程） 

P0 ： 設計水圧 

P1 ： 配水管と増圧給水設備との高低差による圧力損失 

P2 ： 逆流防止装置※の上流側の給水支管・器具等の圧力損失 

P3 ： 逆流防止装置及び増圧給水設備の圧力損失 

P4 ： 増圧給水設備※の下流側の給水管・器具類の圧力損失 

P5 ： 末端最高位置の給水用具を使用するための必要最小動水圧（0.05MPa=5.1m） 

P6 ： 増圧給水設備と末端最高位置の給水用具との高低差による圧力損失 

P7 ： 増圧装置の吐出圧力設定値（P7＜0.75MPa） 

P7＝P4＋P5＋P6 

Px ： 逆流防止装置の圧力損失 

PT ： 増圧給水設備の自動停止圧力の設定値 

PT＝P0－（P1＋P2＋0.05MPa） 

※ 逆流防止装置は、増圧給水設備の上流側に設置すること。ただし、増圧給水設備 

への流入圧力が確保できない場合、下流側に設置してもよい。 

P0－(P1＋P2＋Px)＞0：逆流防止装置は増圧給水設備の上流側に設置すること 

P0－(P1＋P2＋Px)≦0：逆流防止装置は増圧給水設備の下流側に設置すること 

※ 逆流防止装置を増圧給水設備の下流側に設置する場合、「逆流防止装置」と「増 

圧給水設備」を読み替える。  
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※水理計算を行う際は、着色のないセルについて入力を行うこと。 

図-4.2.2.16 集合住宅（直結直圧式）の水理計算例  

戸数
（戸）

流量
(L/min)

ＦＴが多
い場合

流量
(L/min)

残存動水圧　（P5） --- --- --- --- --- --- --- --- --- --- --- --- --- 5.1

A点 --- --- --- --- 17 20 --- --- --- --- --- --- 1.70

A ～ B 末端水栓のみ 17 17 20 58.84 0.90 11.3 --- 0 11.3 0.67

B ～ C 1 34 34 20 197.75 1.80 15.0 --- 0 15.0 2.97

止水栓 34 20 197.75 1.80 --- 2 0.5 1.0 0.20

メーター 34 20 197.75 1.80 --- 1 6.2 6.2 1.23

C ～ D 2 52.8 52.8 40 17.43 0.70 3.5 --- 0 3.5 0.07

D ～ E 4 66.4 66.4 40 25.96 0.88 3.5 --- 0 3.5 0.10

E ～ F 6 75.9 75.9 40 32.8 1.01 3.5 --- 0 3.5 0.12

F ～ G 8 83.5 83.5 40 38.79 1.11 3.5 --- 0 3.5 0.14

G ～ H 10 88.9 88.9 40 43.31 1.18 3.5 --- 0 3.5 0.16

H ～ I 12 100.5 100.5 40 53.8 1.33 3.5 --- 0 3.5 0.19

I ～ J 14 111.4 111.4 40 64.58 1.48 11.0 --- 0 11.0 0.72

逆止付玉形弁 111.4 40 64.58 1.48 --- 1 25 25.0 1.62

J ～ K 28 177.2 177.2 40 148.37 2.35 10.0 --- 0 10.0 1.49

止水栓 177.2 40 148.37 2.35 --- 1 0.55 0.6 0.09

22.30

38.87

∴吐出圧力設定値 38.87 m

【許容圧力値の確認】     　

吐出圧力設定値 P7= 0.39

【増圧装置の全揚程（P）】

25.0 m

【増圧装置の選定】

全揚程 25 m

戸数
（戸）

流量
(L/min)

ＦＴが多
い場合

流量
(L/min)

K ～ L 28 177.2 177.2 40 148.37 2.35 30.0 --- 0 30 4.46

青銅ソフトシール弁 177.2 40 148.37 2.35 --- 1 0.55 0.6 0.09

サドル付分水栓 177.2 40 148.37 2.35 --- 1 9.2 9.2 1.37

1.00

6.92

【減圧式逆流防止器の設置位置の検討】

※減圧式逆流防止器の圧力損失[ Ｐx＝ 7.2 ｍ ] 製造業者の数値（圧力損失曲線図等）

[ Ｐ0＝ 28 ｍ ] 設計水圧（水頭）

13.88 m >0

    ∴減圧式逆流防止器は増圧装置の 上流側 に設置する。

【増圧装置の自動停止圧力の設定値  [ PT ]】

15.98 ｍ

【増圧装置の自動復帰圧力の設定値  [ PT＋0.03MPａ ]】

自動復帰圧力の設定値 =PT+3.0m = 18.98 ｍ

PT=P0-(P1+P2+5.1m)=

P0-(P1+P2+Px)=

管延長
 

(m)

計（P1+P2）

延長

(m)

立上り高さ （P1）

区間または器具

戸数・人員による
流量算出

給水用具負荷単位
による流量算出

その他
方法に
よる流
量算出

設置
個数
(個)

１個あたり
換算延長

(m)

その他
方法に
よる流
量算出

立上り高さ（P6）

計（P7=P4+P5+P6)

仮定
口径
(mm)

動水
勾配
( ‰)

流速

(m/sec)

管延長
 

(m)

P7=P4+P5+P6=

MPa ≦ 0.75MPa

損失
水頭
(m)

流量

(L/min)

仮定
口径
(mm)

動水
勾配
( ‰)

流速

(m/sec)

延長

(m)

損失
水頭
(m)

区間または器具

戸数・人員による
流量算出

給水用具負荷単位
による流量算出 流量

(L/min)

設置
個数
(個)

１個あたり
換算延長

(m)
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(4) 幼稚園（直結直圧式）の計算例 

 

 

※水理計算を行う際は、着色のないセルについて入力を行うこと。 

図-4.2.2.18 幼稚園（直結直圧式）の水理計算例  

戸数
（戸）

流量
(L/min)

ＦＴが多
い場合

流量
(L/min)

残存動水圧 --- --- --- --- --- --- --- --- --- --- --- --- --- 5.1

A点 --- --- --- --- 17 --- --- --- --- --- --- 1.7

A ～ B 末端水栓のみ 17 17 13 419.53 2.13 6.0 --- 0 6 2.52

B ～ C 4 34 34 20 197.75 1.80 5.0 --- 0 5 0.99

C ～ D 19 48.93 48.93 25 134.42 1.66 3.0 --- 0 3 0.41

D ～ E 23.5 57.29 57.29 25 177.86 1.94 15.0 --- 0 15 2.67

メーター 23.5 57.29 25 177.86 1.94 --- 1 15.5 15.5 2.76

流量調整型逆止止水栓 23.5 57.29 25 177.86 1.94 --- 1 10.2 10.2 1.82

サドル付分水栓 23.5 57.29 25 177.86 1.94 --- 1 5.7 5.7 1.02

1.5

計 20.49

0.33
＝ 20.49 ｍ

よって 20.49 　× ＝ 0.21 MPa < 0.33
仮定どおりの口径で適当である。

区間または器具

戸数・人員による
流量算出

給水用具負荷単位
による流量算出

その他
方法に
よる流
量算出

流量

(L/min)

仮定
口径
(mm)

動水
勾配
( ‰)

流速

(m/sec)

管延長
 

(m)

延長

(m)

損失
水頭
(m)

設置
個数
(個)

１個あたり
換算延長

(m)

立上り高さ

当該区域の設計水圧は、 MPaである。

全所要水頭は、
0.0098 MPaであるので、
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(5) 大型飲食店舗（受水槽式）の計算例 

 

① 計画一日使用水量 

600 ㎡ × 110L/㎡ = 66,000L = 66 ㎥ 

② 受水槽容量 

66 ㎥ / 3 = 22 ㎥ 

③ 補給水量 

66 ㎥ / 10h = 6.6 ㎥/h < 9.0 ㎥/h（メーター口径 40mm） 

④ 仮定口径 

メーターの適正使用流量基準を考慮して口径 40 ㎜とする。 

 
※水理計算を行う際は、着色のないセルについて入力を行うこと。 

図-4.2.2.19 大型飲食店舗（受水槽式）の水理計算例  

定水位弁の最低作動水圧 --- --- --- --- --- --- --- --- 7.0

--- --- --- --- --- --- --- --- --- ---

A ～ B 110.0 40 63.15 1.46 15.0 --- 0 15 0.95

定水位弁 110.0 40 63.15 1.46 --- 1 13.8 13.8 0.88

Y型ストレーナ 110.0 40 63.15 1.46 --- 1 4.8 4.8 0.31

止水栓 110.0 40 63.15 1.46 --- 1 0.55 0.55 0.04

逆止付玉形弁 110.0 40 63.15 1.46 --- 1 25 25 1.58

メーター 110.0 40 63.15 1.46 --- 1 18.5 18.5 1.17

青銅ソフトシール弁 110.0 40 63.15 1.46 --- 1 0.55 0.55 0.04

サドル付分水栓 110.0 40 63.15 1.46 --- 1 9.2 9.2 0.59

4.50

17.06

0.28

＝ 17.06 ｍ

よって 17.06 　× ＝ 0.17 MPa < 0.28 MPa

仮定どおりの口径で適当である。

全所要水頭は、

設置
個数
(個)

１個あたり換
算延長

(m)

延長

(m)

損失
水頭
(m)

0.0098

流量

(L/min)

流速

(m/sec)

であるので、

立上り高さ

計

管延長
 

(m)

MPaである。当該区域の設計水圧は、

仮定
口径
(mm)

動水
勾配
( ‰)

区間または器具
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3 図面作成例 
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4 メーターまわりにおける特殊な施工例 
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1) 既設止水栓取替え 

配水管を断水せず、既設止水栓の取替えを行う施工及び図示の方法は、図-2.4.3.1～2

のとおりとする。なお、この工法は、既設給水管がビニル管の場合、用いてはならない。 

また、これらの施工を行う場合、工事写真の提出を要するものとする。 

 

図-4.2.4.1 止水栓取替え手順 

 

 

 

図-4.2.4.2 止水栓取替えの図示例  
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5 断水工事周知ビラ（例） 
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（断水ビラの一例） 

 

 

給水装置工事に伴う断水のお知らせ 

 
給水工事のため下記の日程で水が止まりますので、あらかじめ水をくみおいてく

ださい。 

断水作業終了後、出始めに「にごり水」が発生するおそれがありますので、下

記事項についてご留意いただくようよろしくお願いいたします。 

 

記 

 

1. 作業実施日・時間 

令 和   年   月   日 （   ） 

午後１時～午後５時ごろまで 
 ※雨天の場合は、延期する場合があります。 

その際は、再度お知らせ致します。 

 

 

2. 留意事項 

① 断水作業終了後の最初の水は、「にごり水」が出るおそれがありますので 

お湯を出さずに冷水側の蛇口で水の確認をお願いいたします 

（給湯器のストレーナーが詰まるおそれがあります）。 

② 断水作業中に必要となる飲み水等は、前もって汲み置きしていただくなど、

あらかじめご用意をお願いいたします。 

③ 電気温水器・ガス給湯器をご使用のお客様は、「にごり水」が混入しないよ

うにコックを閉める等、適切な措置をお願いいたします。 

④ 洗濯は洗濯物に色がついてしまうおそれがありますので、水がきれいなこ

とを確認してからご使用いただくようお願いいたします。 

 

3. 問合せ先 

   ○○○○○会社 担当：○○○ 

    電話   －   －    （夜間・休日受付）   －   －     
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